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そ
ス
ラ
エ
ル
、
エ
ン
・
ゲ
ブ
遺
跡
の
聖
書
考
古
学

　
　
　
発
掘
調
査

山
　
我
　
哲
　
雄

　
　
　
　
　
［
　
は
じ
め
に

　
わ
が
国
の
有
志
研
究
者
で
組
織
す
る
「
聖
書
考
古
学
発
掘
調
査

団
」
（
会
長
・
金
関
　
恕
［
ひ
ろ
し
］
天
理
大
学
教
授
）
は
、
文
部

省
科
学
研
究
費
国
際
学
術
研
究
と
し
て
、
一
九
九
〇
年
か
ら
一
九

九
二
年
ま
で
三
年
に
わ
た
っ
て
、
毎
夏
約
ニ
カ
月
間
、
イ
ス
ラ
エ

ル
国
北
部
の
エ
ン
・
ゲ
ブ
遺
跡
の
発
掘
調
査
を
行
っ
た
。
筆
者
は

こ
の
う
ち
第
二
回
（
一
九
九
一
年
）
と
第
三
圓
（
一
九
九
二
年
）

の
調
査
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
な
お
、
調
査
結
果
は
現
在

な
お
分
析
中
で
あ
り
、
い
ず
れ
調
査
団
と
し
て
の
正
式
の
報
告
書

が
ま
と
め
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。
本
稿
は
あ
く
ま
で
、
嵩
土
物
に

対
す
る
所
見
や
評
価
を
含
め
、
著
者
個
人
の
暫
定
的
な
体
験
報
告

ベイ）レートrr

茅　．溺 で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

　
　
　
　
　
二
、
位
置

　
エ
ン
・
ゲ
ブ
遺
跡
は
、
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
の
東
湖
岸
に
位
置
す
る
南

北
約
二
百
五
十
メ
…
ト
ル
、
東
西
三
百
二
十
メ
ー
ト
ル
の
テ
ル
（
遺

跡
丘
）
で
あ
る
。
旧
約
聖
書
で
「
ゲ
シ
ュ
ル
」
と
陣
ば
れ
る
ガ
リ

ラ
ヤ
湖
東
岸
地
方
一
帯
は
、
現
在
い
わ
ゆ
る
占
領
地
で
あ
る
ゴ
ラ

ン
高
原
を
倉
み
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
シ
リ
ア
、
ヨ
ル
ダ
ン
の
国
境
が

接
す
る
政
治
的
に
微
妙
な
問
題
を
含
む
地
域
な
の
で
（
地
図
参

照
）
、
こ
れ
ま
で
考
古
学
調
査
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ

た
。
ゴ
ラ
ン
高
原
の
ふ
も
と
に
あ
る
エ
ン
・
ゲ
ブ
遺
跡
自
体
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
闘
↓

、…蘇宍
エンゲフ

　’婆・

離日％．．

．野も 厚

　　　ネゲフ砂漠～ヨルダン

エジプト」　∫

シナイ半島～　∫麗イスラエル

　　　　　　’t∫　δ領地域
。－oo一．km　g．．．．．．．．．．．．．．“

イスラエルとエン・ゲプ
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一
九
六
一
年
に
B
・
マ
ザ
ー
ル
ら
の
イ
ス
ラ
エ
ル
隊
が
十
一
日
間

に
わ
た
っ
て
テ
ル
の
ふ
も
と
三
箇
所
を
智
計
し
た
が
、
そ
の
後
テ

ル
本
体
に
は
手
が
着
け
ら
れ
ず
放
置
さ
れ
て
い
た
。

三
　
一
年
目
（
一
九
九
〇
年
）

　
著
者
自
身
は
公
私
の
事
情
で
一
年
目
の
調
査
に
は
参
加
で
き
な

か
っ
た
が
、
二
年
目
の
調
査
は
一
年
目
の
調
査
の
終
了
時
の
状
態

か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
時
点
・
で
の
所
見
と
、
同
僚

研
究
者
か
ら
の
伝
聞
や
調
査
結
果
の
図
面
に
基
づ
き
、
一
年
目
の

成
果
に
つ
い
て
も
簡
単
に
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
こ
の
年
は
、
テ

ル
北
側
に
位
置
す
る
頂
上
部
分
か
ら
東
に
向
か
う
ゆ
る
や
か
な
斜

「
馨

謎
謎
舞
藩

写真①　居住膚の重なり。一番上のヘ
　レニズム時代の層とその下の鉄器時
　代の層では建物の方向が異なる。さ

　らにその下により古い（王国時代初
　頭？）の層が見える。

面
に
、
隣
接
し
合
う
一
辺
約
言
メ
ー
ト
ル
の
正
方
形
の
ト
レ
ン
チ

（
試
掘
壕
）
五
つ
（
計
約
百
平
方
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
約
】
・
八
高
、
ー

ト
ル
ま
で
）
を
堀
り
、
鉄
器
時
代
初
期
（
イ
ス
ラ
エ
ル
王
国
時
代

初
頭
）
か
ら
ロ
ー
マ
時
代
以
降
に
ま
で
至
る
四
層
な
い
し
五
層
の

居
住
層
を
確
認
し
た
（
写
真
①
を
参
照
）
。
こ
れ
は
、
当
該
遺
跡
が

ほ
ぼ
聖
書
時
代
の
全
期
間
に
わ
た
っ
て
居
住
さ
れ
続
け
た
、
か
な

り
重
要
な
都
市
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
特
に
注
目
に
値
す
る
の
は
、
王
国
時
代
中
葉
（
前
八
世
紀
前

後
）
に
当
た
る
と
思
わ
れ
る
第
三
層
か
ら
、
長
さ
十
五
メ
ー
ト
ル

写真②　王国時代中葉の層から発見された大規模
　な建物跡。右側に「隅の親旧」が見られる。

以
上
に
お
よ
ぶ
か
な
り
大
規
模

な
公
共
的
建
築
物
の
基
底
部
と

思
わ
れ
る
も
の
が
出
土
し
た
こ

と
で
、
こ
れ
は
丸
石
積
み
で
幅

約
丁
三
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
角
の

部
分
に
は
典
型
的
な
「
隅
の
親

臨
」
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
上
に

日
乾
レ
ン
ガ
に
よ
る
建
物
本
体

が
載
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

（
写
真
②
を
参
照
）
。
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四
　
二
年
目
（
剛
九
九
一
年
）

　
湾
岸
戦
争
を
は
さ
ん
で
行
わ
れ
た
二
年
目
の
調
査
で
は
、
一
年

目
の
調
査
区
域
の
東
西
に
各
一
つ
、
南
側
に
平
行
し
て
五
つ
の
、

計
七
つ
の
ト
レ
ン
チ
（
約
百
七
十
平
方
メ
ー
ト
ル
）
が
追
加
さ
れ

た
。
こ
の
年
の
調
査
で
は
、
二
つ
の
か
な
り
重
要
な
成
果
が
得
ら

れ
た
。
一
つ
は
、
新
た
に
掘
ら
れ
た
南
側
の
地
区
か
ら
、
二
列
の

平
行
し
た
石
柱
列
（
砂
岩
製
、
柱
の
幅
約
五
十
セ
ン
チ
、
高
さ
約

一
・
二
一
一
・
四
メ
ー
ト
ル
。
北
側
に
七
本
、
南
側
に
三
本
が
残
存
）

購三星翻
me・geeqrw

鑑
」　　
．

　
．
　
　
　
　
・
　
’

写真③　二年目に発見された石柱列と著者。

が
出
土
し
（
写
真
③
を
参

照
）
、
一
年
目
の
第
三
層
で
発

見
さ
れ
た
建
築
物
基
底
部

が
、
い
わ
ゆ
る
「
三
廊
・
列

柱
式
建
物
」
の
外
壁
で
あ
っ

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
こ
と

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
列
柱
は

建
物
内
部
で
木
製
な
い
し
日

乾
レ
ン
ガ
製
の
柱
を
支
え
る

土
台
で
あ
り
、
柱
は
採
光
用

三廊・列柱式建物の再構成図

の
天
窓
を
持
つ
天
井
を
支
え
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
（
再
構
成

図
を
参
照
）
。
柱
に
よ
っ
て
区
切
ら
れ
た
両
側
の
側
廊
に
当
た
る
部

分
の
床
面
は
、
平
ら
な
石
で
舗
装
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
構

造
の
建
築
物
は
、
ハ
ツ
ォ
ル
（
写
真
④
を
参
照
）
、
メ
ギ
ド
、
ベ
エ

ル
シ
ェ
バ
等
の
各
地
の
重
要
な
都
市
圏
で
も
発
見
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
用
途
に
つ
い
て
は
馬
小
屋
、
倉
庫
、
市
場
等
、
学
界
で
も
議

論
が
分
か
れ
て
い
る
。

　
第
二
は
、
一
年
目
の
区
域
の
東
側
に
新
た
に
掘
ら
れ
た
ト
レ
ン
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、
馨
漿
写

　
廊
　
三
　
た
　
れ
　
さ
　
見
　
発
　
も
　
励
　
物
罷
ハ

籍
嚇㌶
篇
　
　
式

　
．
④
柱

　
臥
真
列

チ
か
ら
、
丸
石
積
み
の
非
常

に
大
規
模
な
城
壁
跡
（
幅
画

一
・
七
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
亭

亭
⊥
ハ
メ
ー
ト
ル
）
が
発
見
さ

れ
た
こ
と
で
あ
る
（
写
真
⑤

を
参
照
）
。
城
壁
の
基
底
部
は

現
在
の
地
表
か
ら
五
メ
ー
ト

ル
以
上
も
下
に
あ
り
、
深
さ

か
ら
見
て
王
国
時
代
初
期

（
ソ
ロ
モ
ン
時
代
？
）
の
も
の

　
　
謹
嚢

写真⑤　王国時代初期の層から発見された
　いわゆる「ソロモンの大城壁」。

と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
以
上
の
二
つ
の
発
見
は
、
当
該
遺

跡
が
単
な
る
村
落
の
規
模
を
越
え
た
重
要
な
都
市
で
あ
り
、
お
そ

ら
く
は
こ
の
地
方
全
体
の
行
政
・
通
商
の
中
心
地
で
あ
っ
た
こ
と

を
裏
付
け
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
年
の
発
掘
の
成

果
は
わ
が
国
の
新
聞
等
に
広
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
（
例
え
ば
北
海

道
新
聞
一
九
九
一
年
九
月
二
日
朝
刊
）
。

五
　
三
年
目
（
一
九
九
二
年
）

　
三
年
目
に
は
前
年
度
ま
で
の
区
域
の
南
側
に
入
つ
、
東
側
に
二

つ
の
ト
レ
ン
チ
が
さ
ら
に
追
加
さ
れ
（
約
二
百
平
方
メ
ー
ト
ル
）
、

二
年
目
の
二
つ
の
発
見
に
そ
れ
ぞ
れ
重
要
な
所
見
が
付
け
加
え
ら

れ
た
。
ま
ず
列
柱
式
建
物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
南
側
か
ら
ほ
ぼ
同

一
の
構
造
を
持
つ
も
う
一
つ
の
建
物
跡
が
発
見
さ
れ
、
こ
の
建
物

が
単
独
で
建
て
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
少
な
く
と
も
二
つ
以

上
が
横
並
び
に
建
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
し
た
（
し
た
が
っ

て
、
ハ
ツ
ォ
ル
の
も
の
よ
り
も
メ
ギ
ド
、
ベ
エ
ル
シ
ェ
バ
の
タ
イ

プ
に
近
い
こ
と
に
な
る
）
。
「
大
城
壁
」
に
つ
い
て
も
、
そ
の
東
側

（
す
な
わ
ち
町
か
ら
見
て
外
側
）
に
ほ
ぼ
同
規
模
の
も
う
一
本
の
城

壁
が
平
行
し
て
走
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
イ
ス
ラ
エ
ル
王
国
時
代
の
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鰯選録繍’撃譲嚢

写真⑥　3年目の調査終了時の遺跡全景。北東の
　方角より見る。手前の深い層にケースメート（二

　重式）城壁。その後方のより新しい層に列柱式
　建物跡。その左手に見える新たに発掘された第
　2の建物跡は破損がより著しく、石柱はすべて
　破損したり、倒れている。

も
大
規
模
な
ケ
ー
ス
メ
ー
ト
城
壁
の
一
つ
で
あ
り
、

る
東
側
の
城
壁
の
表
面
に
は
漆
喰
が
塗
ら
れ
て
い
た

参
照
）
。

六
　
同
定

初
期
に
特
徴
的
な
、

間
に
部
屋
状
の
空
間

を
持
つ
二
重
式
城
壁

（
い
わ
ゆ
る
「
ケ
ー
ス

メ
ー
ト
城
壁
」
）
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
こ
の

時
代
の
も
の
と
し
て

は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
で

発
見
さ
れ
て
い
る
最

　
　
　
外
壁
に
当
た

　
　
　
（
写
真
⑥
を

　
エ
ン
・
ゲ
プ
遺
跡
は
、
旧
約
聖
書
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
ど
の
町

に
当
た
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
列
王
記
上
二
〇
章
や
同
下
＝
二
章
に

よ
れ
ば
、
前
九
世
紀
中
葉
か
ら
前
八
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
ガ
リ

ラ
ヤ
湖
東
岸
地
方
で
は
、
サ
マ
リ
ヤ
を
都
と
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル

（
北
）
王
国
と
ダ
マ
ス
コ
を
都
と
す
る
ア
ラ
ム
王
国
の
間
で
領
土
争

い
が
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
際
に
こ
の
地
方
の
中
心
地
で
あ

る
「
ア
フ
ェ
ク
」
と
い
う
町
が
重
要
な
役
割
を
演
じ
て
い
た
こ
と

が
読
み
取
れ
る
。
特
に
上
二
〇
章
で
は
、
戦
い
に
敗
れ
た
ア
ラ
ム

兵
「
二
万
七
千
人
」
が
こ
の
町
に
逃
げ
込
み
、
彼
ら
の
上
に
「
城

壁
」
が
崩
れ
落
ち
た
と
さ
れ
て
い
る
。
膨
大
な
兵
員
の
数
字
は
、

旧
約
聖
書
で
こ
の
よ
う
な
場
合
に
よ
く
見
ら
れ
る
誇
張
で
あ
る
に

せ
よ
、
こ
こ
か
ら
は
ア
フ
ェ
ク
が
、
大
規
模
な
城
壁
を
持
つ
大
都

市
だ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ア
フ
ェ
ク
の
同
定
に
つ
い
て
は
従

来
か
ら
確
た
る
定
説
が
な
か
っ
た
が
、
エ
ン
・
ゲ
ブ
遺
跡
は
時
代

的
に
も
、
場
所
的
に
も
、
町
の
規
模
か
ら
見
て
も
、
城
壁
を
伴
う

構
造
か
ら
見
て
も
、
旧
ア
フ
ェ
ク
の
候
補
地
と
し
て
申
し
分
の
な

い
資
格
を
持
つ
と
い
え
よ
う
。
現
在
、
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
東
岸
の
主
要

な
テ
ル
で
各
国
の
調
査
隊
に
よ
り
平
行
的
に
発
掘
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
少
な
く
と
も
今
の
と
こ
ろ
、
時
代
と
大
き
さ
か
ら
見
て
有

力
な
対
抗
馬
と
な
る
候
補
地
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

七
　
お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
の
調
査
は
テ
ル
全
体
の
ほ
ん
の
｝
部
を
明
ら
か
に
し
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た
に
す
ぎ
な
い
。
類
例
か
ら
見
て
、
列
柱
式
建
物
は
町
の
城
門
近

く
に
建
て
ら
れ
る
場
合
が
多
く
、
・
し
た
が
っ
て
エ
ン
・
ゲ
ブ
の
場

合
に
も
、
ケ
ー
ス
メ
ー
ト
城
壁
の
延
長
部
分
に
城
門
が
発
見
さ
れ

る
可
能
性
が
高
い
。
、
ま
た
、
ア
フ
ェ
ク
と
の
、
同
定
を
裏
付
け
る
碑

文
資
料
の
繊
土
が
期
待
惑
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
エ
ン
・
ゲ
プ

遺
跡
の
発
掘
は
、
照
約
聖
書
に
描
か
れ
た
王
国
時
代
の
歴
史
の
背

景
を
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
解
明
し
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。
今
後
の

調
査
の
実
り
豊
か
な
ら
ん
ご
ど
を
期
待
し
て
止
ま
な
い
。


